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　５月19日に鮎川で地元の小学生による稚アユの放流が
行われ、約8,000匹の稚アユが清流に泳ぎ出しました。稚
アユの放流は水産資源の確保や、日野地区の観光開発と
地域児童の情操教育、自然促進と郷土愛を育むことを目
的として、市観光協会が昭和59年から毎年行っています。
　例年７月上旬にアユ漁が解禁され、「夏を告げる旬の魚」
と言われるように７～９月がアユ釣りの盛期となってい
ます。夏の風物詩でもあるアユ釣りを、この夏楽しんで
みてはいかがでしょうか。
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2014年２月発足。ボランティア活動の功績が認められ、令和
４年度群馬県社会福祉大会ボランティア顕彰を受賞。毎月
１回「ほっとサロン」を開催。
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ほっとする居場所を

の
寄
り
添
い
を
心
掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
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っ
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復
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踏
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や
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く
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共
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付
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、
交
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中
で
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ま
さ
れ
、
自
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で

き
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居
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ま
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」と
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し
ま
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。

　
「
こ
れ
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抱
え
た
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た
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に

寄
り
添
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、
１
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を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
に

な
る
よ
う
な
心
地
よ
い
居
場
所
づ
く
り
を
し

た
い
で
す
」と
皆
さ
ん
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

族
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ル
ビ
ア

の
会
は
、
ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
家
族

が
い
る
人
の
居
場
所
づ
く
り
や
心
の
ケ
ア
を

行
い
、
地
域
か
ら
の
孤
立
解
消
を
図
る
た
め
、

同
じ
悩
み
を
抱
え
た
人
た
ち
の
交
流
の
場
と

し
て「
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
」を
毎
月
１
回
開
催

し
て
い
ま
す
。
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と
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で
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上
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た
。

「
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と
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、
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が
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落
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な
雰
囲
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づ
く
り
と
利
用
者
へ

家
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